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県内の被災地で確認された石綿飛散事例について 
 

部門別業務検討研修会環境公害部会 
 

１ はじめに 

石綿については、平成７年の阪神・淡路大震災による倒壊ビルの解体等に伴う飛散問題を受け、平成 9

年 4 月に特定粉じん排出等作業の事前届出制度の規定が大気汚染防止法に追加された。さらには平成 17

年の健康被害の報道を受け、規模要件の撤廃、作業基準の改正等、その飛散防止に対する規制が強化され

てきた。 

しかしながら、近年、建築物等の解体現場で集じん・排気装置の排気口等から石綿が飛散する事例に加

え、東日本大震災の被災地においても建築物や煙突内部に係る石綿除去工事及び解体工事において、石綿

の飛散事例が確認された状況を踏まえ、平成 24 年 4 月、環境大臣から中央環境審議会に対して、「石綿

の飛散防止対策のさらなる強化について」が諮問され、大気環境部会石綿飛散防止専門委員会において規

制強化策の検討がなされているところである。 

今般、県内の被災地で石綿の特殊な施工事例が確認されたため、その概要について報告し、今後の石綿

の除去作業を行う事業者などへの指導の一助とするものである。 
 

２ 事例概要 

石巻市の被災建築物について平成 24 年 3 月に石綿の除去工事(石巻市発注)が行われた。その後 8 月に

解体工事が行われたが、解体工事後、石綿含有建材の取り残しが発見された(なお、発覚以後現場はビニ

ールシートで覆い、飛散防止措置を行った。モニタリング調査も行い飛散状況を確認している）。 

県モニタリング結果： 敷地境界の４方向で実施。通常の大気環境と同様の値であった。 

平成 24 年 8 月 31 日実施 北西角 北東角 南西角 南東角 

無機繊維数／㍑ 0.51 0.73 0.85 0.68 

※ 平成 24 年 9 月 3 日公表、環境対策課大気環境班「アスベストの不適切な除去工事について」 
 

３ 発生原因 

石綿の取り残しが生じた部分は鉄骨の柱に吹き付けをして、さらにモルタルの化粧壁で仕上げ、その後

コンクリートブロックで覆う施工がされており、その他、梁と壁の間に隠れていた部分、鉄骨階段で隠れ

ていた部分に石綿が吹き付けられていた。そのため除去業者が行った目視による事前調査では、確認でき

なかった(吹付け石綿は被覆材としての施工が一般的で、除去業者も経験がない事例であった。また、構

造図面等の書類も震災で流失しており、目視のみの調査しかできなかった。）それに加え、 解体工事中現

場に石綿に関する専門の知識を有する者がおらず、解体工事中に石綿が出てきてもそれが石綿であると認

識されず、工事の中止等現場で判断・対応ができなかった。 
 

４ 施工業者に対する指導等 

石巻保健所及び石巻労働基準監督署の指導については、次のとおり。 

・ 固化剤の散布及び飛散防止対策の実施（横方向から風が入らないように物理的にシート等で覆うとと

もに、水溶性の固化剤に雨水が当たらないよう上方向も物理的にシート等で覆うこと） 

・ 今後の石綿除去工事について、改めて大気汚染防止法に基づく特定粉じん排出等作業の実施届出(保

健所のみ)を提出すること。（平成 24 年 10 月 23 日付けで提出有り） 

・ このほか、石巻保健所から発注者である石巻市に対して事前調査及び工事の管理の徹底等再発防止策

を講ずるよう要請 

※ 平成 24 年 9 月 4 日に「環境省・東日本大震災におけるアスベスト調査委員会」及び「厚生労働省・

東日本大震災の復旧工事に係るアスベスト対策検証のための専門家会議」からなる「東日本大震災

アスベスト対策合同会議委員」による現地視察が行われ、対応状況が確認されている。 
 

５ 考察等 

石綿の取り残し部は鉄骨の柱に吹き付け後モルタルの化粧壁を巻き、その後コンクリートブロックで埋

設されていた。施工業者は実績のある事業者であったが、吹き付け石綿は被覆材として施工されることが
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通常であり、建築の際の施工方法として今回のようなコンクリートの内側に吹きつけられている構造は予

見が困難であった。また、構造図面等の書類も津波で流失しており、目視では今回の石綿除去が限界であ

ったとのこと。このような複数の条件が重なって起きた事例である。 

当該事例等を受け、環境公害部会では改めて県内の特定粉じん排出等作業に係る事例収集・意見交換を

行い、問題点の整理・再確認等を行った上で、窓口等での効果的な事業者指導に努めている。 
 

６ 参考 

本件を受け、平成 24 年 10 月 5 日に開催された「第 8 回東日本大震災アスベスト対策合同会議」では

「４．アスベストの飛散防止対策及びばく露防止対策に係る現状と課題関係」として「 厚生労働省資料

３：宮城県石巻市の被災建築物の解体工事について」が取り上げられ、同年 10 月 25 日付けで厚労省及

び環境省から注意喚起通知「建築物等の解体等の作業における石綿ばく露防止対策の徹底について～第 8 

回東日本大震災アスベスト対策合同会議の専門家意見を踏まえ～」、「特定粉じん排出等作業における石綿

飛散防止対策の徹底について」が発出されている。その内容は、当該事例を例示し、事前調査の徹底(目

視では見落としやすい例の提示)や解体作業途中での対処(作業途中で石綿含有建材等を見つけたときに

的確に判断できるよう、石綿作業に従事しない者に対しても石綿特別教育や石綿作業主任者技能講習を受

けるよう努めること)等、専門家の意見を踏まえたより具体的な対策が明示されている。 

 
Fig.1 石巻市内で確認された被覆以外の石綿施工の状況 

 

Fig.2 飛散防止対策の実施状況(平成 24 年 8 月 31 日時点 


